
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ２26 号   『 』

イラスト著作権 ／ がくげい  

発行元：日田市上津江公民館    

〒877-0311 大分県日田市上津江町 2710 

TEL 0973-55-2043 FAX 0973-55-2728 

 メールアドレス：k-tsue-k@hita-net.jp 

ホームページ：http://www.hita-k.org/kamitsue/ 

     ☆上津江の話題はホームページから！☆ 

令和６年６月１日 

発 行

盆栽教室『サツキ展』【関連記事３面】 

今年度１回目の料理教室は、中津江公民館
をはじめ、市内各地の公民館で料理教室の講
師をされている彌永裕之さんを講師にお招き
して開催します。 

 
参加される方は、エプロン・三角巾・持ち

帰り用のタッパー等を準備してください。 
 
多くの皆様のご参加お待ちしています！ 

◆日 時：６月２１日（金） 
午前１０時００分～１２時３０分 

 
◆場 所：上津江体育館(公民館) 調理室 
◆内 容：季節のお寿司と魚料理を予定しています 
◆定 員：１０人程度（先着順） 
◆参加費：５００円（材料代） 
◆申込み：★上津江公民館まで電話または 

ＦＡＸでお申込みください。 
 
◆申込締切り：６月１４日（金）まで 
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先月号の公民館だよりにおいて「公民館フェスティバル」の開催日を１０月２０日（日）としていましたが 
公民館だよりを読んでいただいた皆様から「その日は『川原祭り』の開催日」との指摘をいただきました。 
 
そこで、本年度の『上津江公民館フェスティバル』の開催日は         の開催を第１候補に
進めてまいります。 

の開催日について 
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～第１講～ 開講式＆人権学習会 

上津江地区にお住いの方は、淡窓図書館の本を上津江
公民館経由で本を借りることができます。 
 
また、インターネットを使っての本探しなど公民館でお手
伝いできますので、お気軽に上津江公民館までお問合せ
ください。 

★本を返すとき 
 
  ①公民館に返却します 
 
  ②図書館で直接借りた本の返却で 
   公民館を利用するのもＯＫです 

★本を借りるとき 
 
  ①電話・ＦＡＸ等で申込みします 
   申込み用紙は公民館にあります 
 
  ②上津江公民館で受取りします 
   （自宅への直接配送も出来ますが 

送料は個人負担です） 

 

川柳とは、五・七・五の合計十七音のリズムで作られる短い詩のことを指します。 

川柳によっては五・五・七といったように、文字の区切りに変化をつけることも可能です。基本とな

る形はあるものの、自由に形を変えることができます。 

 

 

同じ五・七・五で構成される俳句と非常によく似ていますが、俳句にあるような決まり事がありませ

ん。俳句には季語や切れ字が必要であるなどの制約が多く、自然をテーマとした格調の高い詩を作る

ことが求められます。川柳に関しては細かい制約は無く、テーマも気にせず幅広い作り方ができます。 

 

 

タイムリーな時事ネタ、自然に関する詩を作りたいのか、人に関する詩を作りたいのかなど、大雑把

な所から考え始めてみましょう。最初は素直な気持ちを詩に盛り込み、ストレートな感情を伝える川

柳づくりを目指します。飾らない詩が人の心を打つこともありますよ。 

１．あらためて 川柳とは？ 

２．俳句とのちがいは？ 

３．作り方のコツは？ 

上津江公民館だよりでは毎月「今月の川柳」を掲載していますので、 
お気に入りの作品ができ上がりましたら、ぜひ、上津江公民館までお寄せください♪ 

５月２９日（水）上津江女性セミナーの開講式を開催

しました。この女性セミナーでは、参加者自ら年間計画

を立てることで学びの意欲を高め、講座を通して会員間

の交流を図りながら、学んだことを家庭や地域で活用し

てもらい、学びを広げていくことを目的に年間６回の開

催を予定しています。 

人権学習会ではＤＶＤ『わっかカフェへようこそ』を

鑑賞し、高齢者や外国人の人権について考えました。 



上津江公民館だより 第 2２６号（2024 年 6 月 1 日）   【３】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
午前 10 時から 12 時まで、上津江振興局相談室にて行政相談を行っています。 

６月の相談日 １９日(水) / ７月の相談日 １７日(水) 

市民と行政の懸け橋！ 定例行政相談会 のお知らせ！   

５月２７日（月）から、上津江振興局ロ

ビーにおいて上津江公民館自主学習教室

「盆栽教室」の皆さんによるサツキの展示

が始まりました。 

今年は春先の天候不順のため花の付き

が悪く、展示されているサツキは数が少な

めですが、ロビーを華やかに彩っていま

す。教室生の皆さんも高齢化であと何年で

きるかとのことですが、元気の続く限りよ

ろしくお願いします。 

展示期間は２週間、６月７日（金）まで

を予定しています。 

引
き
続
き
⻆
昔
懐
か
し
思
い
出
の
写
真
⻇
を
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し
て
い
ま
す
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あ
な
た
の
思
い
出
の
上
津
江
の
写
真
を
お
寄
せ
下
さ
い
！ 

※ こちらの写真は公民館事務室の入口にて拡大したものを展示します。 
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～6/7 頃まで 盆栽教室『サツキ展』 
 

6/ 8 津江っ子チャレンジクラブ 開講式 
 

6/12 家庭教育学習『かわ先生とつくろう！』 
 

6/21 料理教室 第 1 回 

皆さまの川柳作品の投稿をお待ちしています！ 

           ６月２５日(火)までにお送りいただいた作品は次号に掲載いたします  
 

①作品、②作品についての簡単なコメント（説明）、③氏名、④住所、⑤電話番号を 
明記して公民館までお送りください 
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か
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二
日
ほ
ど
熱
を
出
し
ᵧ
水
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で
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し
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休
み
ま
し
た
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杉
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採
で
中
津
江
の
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々
が
く
ᵻ
き
り
と 

見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
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 「田植え終わった？」 

あちこちでこういう挨拶が交わされ「終わったよ。」 

という返事が少しずつ増えている。温暖化のせいか例年より

少し早いとのこと。 

 田植えはコメ作りの最初の大仕事である。数十年前までは

牛で田を耕し、ご近所で田植えを手伝い合っていたという話

も出た。大変だったけど、楽しかったと。 

 私が子どものころは田植え休みがあり、父の実家で伝言と

配達の係として家と田んぼを何往復もした。 

 お米を作っている皆さんが、秋の収穫まで毎日、田の水、

稲の病気、害虫、イノシシなどの対策で目が離せないと話す

のを、改めて感心して聞いた。（感謝の思いを重ねて。） 

 帰宅途中、植えたばかりの田んぼを車の窓から見ながら、

これがやがて風にそよぐ緑の絨毯に変わり秋には黄金色にな

るのだと思い、思わず深呼吸をした。 

上津江公民館長  武原 文子 
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